
多くの皆様にお寄せいただいた寄付金を財源に、県では17事業を展開いたします。

この事業は、以下の5つの視点のいずれかに合致するとともに、基金を子どもたちに係る費用負担のために活用するように構築されています。

【5つの視点】

　　①被災・避難等により不便を強いられている子どもへの支援

　　②本県の子どもたちの将来につながる取り組み

　　③子どもたち及びその保護者が元気になる取り組み

　　④子どもたちのふるさと福島への愛着心を醸成する取り組み

　　⑤子どもたちの本県復興への参画

（単位：千円）

No. 事業名 担当課 当初
うち

基金充当額

1 サッカーを通じたふるさと再生事業 地域政策課 2,310 1,758

2
NPO強化を通じた若者定着・地域活性化
事業

文化振興課 29,341 2,822

3
チャレンジふくしまパフォーミングアーツ
プロジェクト

文化振興課 31,371 31,018

4 絵画による子どもの心の復興事業 文化振興課 20,000 20,000

5 ジャーナリストスクール開催事業 生涯学習課 4,278 3,775

6 未来へチャレンジ！ふくしまスポーツ塾 スポーツ課 13,042 12,942

7 医療人材対策室 3,498 3,498

8
高校教育課
義務教育課

13,994 13,448

9 健康増進課 19,089 9,444

10 健康教育課 2,389 697

11 ふくしまキッズ夢サポート事業
こども・青少年政
策課

35,362 35,362

12 児童養護施設等入所児童自立支援事業 児童家庭課 5,361 1,050

13
ふくしまの子・ふるさとの商店街
プロデュース事業

商業まちづくり
課

19,996 19,032

14
ふくしまから　はじめよう。
森林とのきずな事業

森林保全課 30,945 2,431

15
ふくしまの未来をひらく読書の力
プロジェクト

社会教育課 7,877 3,640

16
ふくしまの未来を担う高校生海外研修・
グローバル支援事業

高校教育課 44,172 34,800

17 夢に向かってテクノチャレンジ事業 特別支援教育課 4,003 4,003

合  計 287,028 199,720

特別支援学校高等部で取り組んでいる進路に関する学習について、全ての学校が一堂に会し
て学習の成果を発表しあったり、外部専門家から客観的な評価を受けたりすることを通して、生
徒の社会参加・自立につながる学力や技能の向上を図り、震災から立ち上がり自信を持って生
きることができる生徒の育成を目指す。

福島の子どもたちが笑顔になり、夢をあきらめることなく希望を持ってたくましく成長することをサ
ポートするため、子どもの成長を支援する事業を実施する民間団体に対して補助を行う。

ふくしまからはじめよう。
元気なふくしまっ子食環境整備事業

東日本大震災後の子どもたちの健康課題へ対応するため、部局連携により、家庭・学校・地域
が一体となって食育推進体系を再構築し、指導者の育成や派遣、「食」体験・交流の取組を通し
て、「元気なふくしまっ子」が育つ食環境整備を進める。

商店街の賑わい創出と子どもたちのふるさとへの愛着心（まちづくり参画への第一歩）を醸成す
るため、子どもたちが商店街やまちづくりについて学びながら商店街の賑わいを取り戻すための
取組を検討・実践する。

子どもたちが緑とふれあう機会を通して、森林づくりへの関心を高め、森林や自然環境に対する
理解を深めるとともに、子どもたちの心と体を癒し豊かな心と健やかな体を育む。

国際社会に貢献できる人材を育成するため、学校の教育活動の一環として実施する海外ホー
ムステイ研修や国際交流に参加する高校生を対象に旅費の一部を支援するとともに、研修に参
加した経験やふくしまの将来像、国際理解や国際協力、さらに子ども支援基金寄附者に対する
メッセージ等を県内外に発信するため、英語プレゼンテーションを実施する。

児童養護施設等に入所している児童の就職条件の整備等を推進することにより、自立を支援す
る。

震災で被災した心が傷ついている親子に本とのふれあいを通して心を癒してもらうため、読み聞
かせなどを行うフェスティバルを開催する。また、高校生が本を通して情報発信能力を向上でき
る場を設定する。

本県の子どもたちに、県内の優れた選手・指導者及び育成ノウハウを活用し、スポーツの楽しさ
を体験するとともに、継続した活動に繋げるための講習会等を実施し、本県の未来を担うたくま
しい人材を育成する。

ふくしまの未来を医療で担う夢応援事業

将来、医療の仕事に携わり、本県の復興及び社会に貢献したいと願う子どもたちの夢の実現に
向け、中学生段階においては、医療関係の様々な仕事の紹介や体験を通して、医療に関する
知見を広め、将来就きたい職種の具体化を図り、高校生段階においては、地域医療現場の視
察や体験を通して、職種・進学先の決定及び合格に向けた学習意欲の醸成を図る。

概　　要

原子力災害により避難生活を余儀なくされている次世代を担う子どもの運動不足解消や体力の
向上に加え、一時移転を余儀なくされているＪＦＡアカデミー福島の本県での再開に向けた礎を
築くため、県が両者の架け橋となり、サッカーを通した交流事業を実施する。

若者（高校生・大学生）が、県内のＮＰＯ法人において、１０日間程度のインターンシップ活動を
行い、地域の課題解決などについて、学び、経験する機会を提供する。また、活動終了後は、
活動報告会の開催や活動報告書の作成により、ＮＰＯ法人におけるインターンシップ活動の成
果について、広く情報発信する。

県内の中高生が、プロの劇作家等のアドバイスを得ながら、ミュージカルの創作・公演を行い、
「明日のふくしま」を創造する力を育むとともに、目標に向かってチャレンジする子どもたちの活
動状況など、「ふくしまの今」を公演等を通して、県内外へ情報発信することで風評払拭を図って
いく。

本県の子どもたちに、ふるさと「ふくしま」の未来やよさなどについて、自ら学び、考え、それらを
自分の言葉でまとめて発信させる体験をさせることにより、ふるさと「ふくしま」への誇りや愛着心
を育む機会とし、「ふくしま」の未来を担う子どもたちの育成を図る。また、事業の成果を活用し、
「ふくしま」を広く県内外及び世界に発信する。

普段なかなか観ることのできない名画を集めた絵画展を福島で開催することで、未来を担う県
内の子どもたちが本物に触れる機会の創出につながり、豊かな人間性や創造性を育み、子ども
の心の復興に大きく寄与するとともに、子どもたちの芸術性を育む。
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